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緊
急
課
題
で
あ
る
中
小
企
業
等
へ

の
東
京
都
の
支
援
策
と
し
て
理
解

で
き
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
固
定
資

産
税
を
含
む
調
整
三
税
は
都
区
財

政
調
整
交
付
金
の
財
源
と
し
て
法

定
化
さ
れ
、
そ
の
一
定
割
合
は
特

別
区
の
固
有
財
源
と
し
て
の
性
質

を
有
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、こ
の
財
源
を
基
に

施
策
を
行
う
場
合
は
、都
区
間
で
十

分
な
事
前
協
議
が
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、今
回
、こ
の
協
議
が
な
か

っ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
東

京
都
に
対
し
、
特
別
区
財
政
に
新

た
な
負
担
な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
、
今
後
特
別
区
と
誠
意

区
長
提
出
議
案

●
中
野
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

●
を
改
正
す
る
条
例

を
持
っ
て
協
議
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

〈
東
京
都
知
事
あ
て
〉

議
員
提
出
議
案

●
中
野
区
議
会
政
務
調
査
費
の
交

●
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

●
正
す
る
条
例

法
人
と
し
て
経
営
で
き
る
事
業
範

囲
も
極
め
て
狭
く
限
定
さ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
の
「
心

身
障
害
者
施
設
緊
急
整
備
3
ヵ
年

計
画
」
は
、
平
成
15
年
度
ま
で
の

事
業
で
あ
り
、
し
か
も
精
神
障
害

者
社
会
復
帰
施
設
が
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
で
、
平
成
15

年
度
に
支
援
費
制
度
の
施
行
を
迎

え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
理
念
で
あ

る「
選
択
の
保
障
」は
全
く
の
画
餅

に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
東

京
都
に
対
し
、
障
害
者
の
「
利
用

者
主
体
の
福
祉
」、「
選
択
の
保
障
」

を
実
質
的
に
確
保
す
る
た
め
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

記

1
「
心
身
障
害
者
施
設
緊
急
整
備

3
ヵ
年
計
画
」の
期
間
を
延
長
す
る

と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
社
会
復

帰
施
設
も
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

2

小
規
模
通
所
授
産
施
設
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
通
所
授
産
施
設

と
の
格
差
を
是
正
し
、
公
費
の
支

弁
に
お
い
て
同
等
の
水
準
、
特
に

施
設
長
の
専
任
、
事
務
員
の
配
置

を
確
保
で
き
る
水
準
と
す
る
よ
う
、

東
京
都
と
し
て
助
成
の
充
実
を
は

か
る
こ
と
。

〈
東
京
都
知
事
あ
て
〉

固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
に

関
す
る
意
見
書

こ
の
た
び
、
東
京
都
は
、
小
規

模
非
住
宅
用
地
に
つ
い
て
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置

を
実
施
す
る
方
針
を
決
め
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

今
回
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、

今
日
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と
、

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
現
在
の
中
央
図
書
館
を
一

級
廨
事
業
所
か
ら
二
級
廨
事
業
所

に
変
更
し
、
日
比
谷
図
書
館
、
多

摩
図
書
館
を
分
館
的
な
位
置
付
け

と
す
る
と
い
う
機
構
改
革
と
、
都

立
図
書
館
の
資
料
1
点
収
集
1
点

保
存
と
い
う
考
え
方
で
す
。
さ
ら

に
、
中
央
、
多
摩
の
両
館
が
重
複

し
て
所
蔵
す
る
膨
大
な
資
料
が
除

籍
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
図

書
館
関
係
者
か
ら
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
大
幅
な
後
退
に
つ
な
が
る

と
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
都
立
図
書
館
は
、
区

市
町
村
立
図
書
館
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
都
民
の
調
査
研
究

に
資
す
る
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
き
て
お
り
、

今
後
と
も
、そ
の
水
準
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
東

京
都
に
対
し
、
都
立
図
書
館
の
再

編
に
あ
た
っ
て
は
、
都
民
に
対
す

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
維

持
で
き
ま
す
よ
う
、
下
記
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

1

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
都
立
図

書
館
が
区
市
町
村
立
図
書
館
の
運

営
を
支
え
る
体
制
を
確
保
し
、
協

力
貸
出
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
維
持
、
向
上
す
る
こ
と
。

2

都
立
図
書
館
の
蔵
書
の
除
籍

に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
資
料
が
散

逸
し
な
い
よ
う
慎
重
に
対
処
す
る

こ
と
。

3

都
立
図
書
館
の
運
営
等
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
区
市
町

村
立
図
書
館
関
係
者
の
意
向
を
聞

く
な
ど
し
て
、
今
後
と
も
協
力
関

係
を
強
め
る
こ
と
。

〈
東
京
都
知
事
、
東
京
都
教
育
委
員

会
委
員
長
あ
て
〉

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難
民
・

復
興
・
地
雷
除
去
へ
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
難
民
は
、

現
在
、
3
5
0
万
人
余
り
に
も
お

よ
び
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
復
興
支
援
会
議
に
お
い
て
は
、

国
際
的
な
資
金
提
供
や
医
療
、
教

育
な
ど
の
分
野
で
の
支
援
策
を
打

ち
出
し
ま
し
た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
復
興
と
平
和
の
た
め
に
は
、

現
場
で
実
際
に
動
い
て
い
る
N
G

O
（
非
政
府
組
織
）
や
現
地
の
住

民
の
実
情
と
要
望
に
沿
っ
た
形
で

の
、
国
際
社
会
に
よ
る
継
続
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
世

界
で
も
っ
と
も
地
雷
が
多
い
地
帯

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
と

し
て
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

や
国
連
の
力
で
地
雷
除
去
な
ど
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
資
金
援
助
な

ど
を
強
め
る
べ
き
で
す
。

戦
争
そ
の
も
の
も
ま
だ
終
わ
っ

て
お
ら
ず
、3
月
に
入
り
、戦
闘
が

ふ
た
た
び
激
し
く
な
り
、残
虐
な
兵

器
の
使
用
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
政
府

に
対
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

難
民
支
援
・
復
興
援
助
と
地
雷
除

去
の
た
め
に
、
今
後
も
継
続
し
た

支
援
を
強
く
求
め
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、外
務
大
臣
あ
て
〉

小
規
模
通
所
授
産
施
設
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ

り
、
平
成
15
年
度
の
支
援
費
制
度

の
ス
タ
ー
ト
が
目
前
に
迫
り
、
障

害
者
福
祉
に
お
い
て
も
、「
措
置
か

ら
選
択
へ
」
の
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
回
、
そ
の
選
択
肢
を
ひ

ろ
げ
る
た
め
に
、
小
規
模
作
業
所

の
制
度
化
と
し
て
小
規
模
通
所
授

産
施
設
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
規
模
作
業
所

を
運
営
す
る
多
く
の
団
体
が
社
会

福
祉
法
に
基
づ
く
法
人
格
を
取
得

し
、
そ
の
法
人
制
度
の
活
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
創
設
さ
れ
た
制

度
で
は
、
小
規
模
通
所
授
産
施
設

の
1
ヶ
所
あ
た
り
の
公
費
の
支
弁

が
障
害
者
福
祉
関
連
法
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
た
施
設
の
5
分
の
1

程
度
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
事

業
範
囲
も
極
め
て
狭
く
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

支
援
費
制
度
施
行
を
目
前
に
控

え
、
障
害
者
施
設
の
充
実
は
緊
急

を
要
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
経
営

す
る
社
会
福
祉
法
人
が
、
そ
の
経

営
基
盤
を
自
主
的
に
強
化
し
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

に
も
、
こ
れ
ら
の
小
規
模
通
所
授

産
施
設
の
問
題
点
を
改
善
し
、
制

度
を
拡
充
す
る
こ
と
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、中
野
区
議
会
は
、国
に

対
し
、利
用
者
に
と
っ
て
の「
選
択

の
保
障
」、「
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
」を

確
保
す
る
た
め
、下
記
の
事
項
に
つ

い
て
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

1

小
規
模
通
所
授
産
施
設
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
通
所
授
産
施
設

と
の
格
差
を
是
正
し
、
公
費
の
支

弁
に
お
い
て
同
等
の
水
準
、
特
に

施
設
長
の
専
任
、
事
務
員
の
配
置

を
確
保
で
き
る
水
準
と
す
る
こ
と
。

2

知
的
障
害
者
更
生
施
設
（
通

所
）
の
「
小
規
模
化
」
を
図
り
、

小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
経
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
範
囲
に

加
え
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
法

外
事
業
や
自
治
体
独
自
事
業
を
経

営
で
き
る
よ
う
「
公
益
事
業
」
を

認
め
る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
〉

「
心
身
障
害
者
施
設
緊
急
整
備

3
ヵ
年
計
画
」
の
延
長
・
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ

り
、
平
成
15
年
度
の
支
援
費
制
度

の
ス
タ
ー
ト
が
目
前
に
迫
り
、
障

害
者
福
祉
に
お
い
て
も
、「
措
置
か

ら
選
択
へ
」
の
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
東
京
都
内
に
は
約
1
、0

0
0
か
所
の
障
害
者
施
設
が
あ
り
、

約
2
9
、0
0
0
人
の
障
害
者
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

う
ち
の
約
7
4
0
か
所
は
、
小
規

模
作
業
所
等
の
無
認
可
法
外
施
設

で
す
。
ま
た
、
支
援
費
制
度
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
無
認
可
法
外

施
設
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
現

状
の
ま
ま
で
は
、
圧
倒
的
多
く
の

障
害
者
は
「
選
択
肢
」
が
保
障
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
回
避
す
る
た

め
に
、
国
は
小
規
模
通
所
授
産
施

設
制
度
を
創
設
し
、
東
京
都
に
お

い
て
は
、
独
自
の
施
策
と
し
て「
心

身
障
害
者
施
設
緊
急
整
備
3
ヵ
年

計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
通
所

授
産
施
設
に
は
、
1
ヵ
所
あ
た
り

の
公
費
の
支
弁
は
障
害
者
福
祉
関

連
法
に
基
づ
い
た
施
設
の
5
分
の

1
程
度
に
抑
え
ら
れ
、
社
会
福
祉

意見の分かれた案件（平成14年第1回定例会・第1回臨時会）

会派名
（議員数）

件　　名

自
民
（13）

共
産
（9）

公
明
（9）

自
治
（5）

民
主
ク
（2） ※

無
所
属
（6）

結
果

平成14年度中野区一般会計予算 ○
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○×

不採択

不採択

不採択

採 択

○ × ○ ○ ○ ○ 可 決

平成14年度中野区国民健康保険事業特別会計予算

中野区議会議長等の報酬の特例に関する条例の一部を改正する条例

中野区長等の給料等の特例に関する条例の一部を改正する条例

中野区教育委員会教育長の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例

（13）第39号陳情　区立保育園民営化に父母・住民の声の反映を求めることにつ
いて（１項）

（13）第40号陳情　区立保育園民営化に父母・住民の声の反映を求めることにつ
いて（１項）

（13）第42号陳情　各議員の議案等に対する表決態度を議事録に記録することに
ついて

（14）第８号陳情　アフガニスタンの難民・復興・地雷除去への支援などを求め
ることについて（２項）

中野区特別区税条例の一部を改正する条例

※　無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。
会派名の略称　自　民：自由民主党議員団　　　共　産：日本共産党議員団　　公　明：公明党議員団

自　治：市民自治フォーラム　　民主ク：民主クラブ

第1回定例会

予　　算

陳　　情

第1回臨時会

一般議案

一般議案

【○：賛成　×：反対　―：退席】
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第
1
回
臨
時
会

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

〔 〕


